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一般送配電事業者の平成３０（２０１８）年度 

収支状況等の事後評価について 

 
 
 
 
 

 

概要 

料金審査専門会合の評価結果とりまとめは資料３－１のとおり。今年度の事後評価では、

以下の項目について評価を行った。 
 
（１）法令に基づく事後評価（一般送配電事業者全１０社） 
 
（２）事業者ヒアリング（北海道電力、東京電力 PG、中部電力） 

・託送収支の状況 
・効率化に向けた取組状況 

―経営効率化に向けた取組の進捗 
   ―調達の状況（仕様の統一化、競争発注比率／調達方法の改善・工夫） 

・適切なサービスレベルの確保に向けた取組状況 
   ―高経年化対策の進捗 
   ―安定供給（停電回数、停電時間等） 

 
 
（参考）経緯・開催実績 

２０２０年  １月１０日 経済産業大臣から電力・ガス取引監視等委員会へ意見聴取 
１月１５日 第２４８回電力・ガス取引監視等委員会 
       （事後評価の進め方について審議） 
１月２１日 第３９回料金審査専門会合 
２月 ６日 第２５２回電力・ガス取引監視等委員会 

（法令に基づく事後評価結果の報告、経済産業大臣への回答

について審議） 
電力・ガス取引監視等委員会から経済産業大臣へ回答 

２月２１日 第２５４回電力・ガス取引監視等委員会（本日） 
            （全体とりまとめ結果の報告） 

 
 
 

（以上） 

（趣旨） 
一般送配電事業者の平成３０（２０１８）年度収支状況等について、当委員会料金審

査専門会合における評価結果のとりまとめが行われたため、その内容をご報告する。 




